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　第 2 回市議会定例会が、 6 月
１ 日に開会されました。
　この日、会期を 6 月1６日まで
の16日間と決めた後、人事案件
２ 件 を 先 議。 副 市 長 に 豊 田
富士人氏（再任）を選任、農業
委員会委員に19人を任命する
ことに、それぞれ同意しました。
　その後、令和 ８ 年度一般会計
補正予算など12議案が一括上程
され、石田市長が提案理由を
説明しました。
　上程された各議案は、担当
委 員 会 で 審 査 後、 最 終 日 の
本会議で採決される予定です。

　 １ 日の定例会開会前に、次の方
に全国市議会議長会表彰の伝達が
ありました。

【一般表彰】
　議員15年以上　 長谷川つよし 議員

全国市議会議長会表彰の伝達

第 2 回市議会
定例会が開会
補正予算など14議案を審議

始球式を行う小野
クラブの若山くん

ＰＲボードを掲げる市民応援団

両球団への市特産品の贈呈式

６ 月15日号　主な内容

▶�▶�新築・増築家屋の調査、
介護保険の食費・居住費
減額認定手続き、屋外広
告物は許可が必要 など  
　　　　　　… 2 ～ 3 Ｐ

▶�▶�男女共同参画週間、子ど
も・若者モニターを募集、
講座のお知らせ など  　
　　 　　　  … 4 ～ 5 Ｐ

▶�▶�子育てのお知らせ、市民
伝言板 など  … 6 ～ 7 Ｐ

▶�▶�催しのお知らせ
　　　　　　   … 8 ～ 9 Ｐ
▶�▶�健康ガイド   …10～11Ｐ
▶�▶�市消防操法大会、第16回

ハナハスまつり、かわま
ちテラス　　　　…12Ｐ

プロ野球スポンサーゲーム「水めぐる “選ばれるまち” 水都大垣デー」を実施しました

観戦招待の子どもたちと水都大垣の魅力をＰＲ観戦招待の子どもたちと水都大垣の魅力をＰＲ

  市内全 ８ か所に拡充！  市内全 ８ か所に拡充！
  「土のうステーション」「土のうステーション」

　市は、大雨や台風による家屋への浸水被害に備えていただくため、
市民の皆さんが必要に応じて、いつでも土のうを持ち出せる「土のう
ステーション」を追加設置し、全 ８ か所に拡充しました。
　いざというときに、自由にご利用ください。
　詳しくは、市ＨＰをご覧いただくか、管理課（☎47－８６１６）へ。

【利用にあたっての注意事項など】
▪ １ 袋の重さは約10kgと約20kgの ２ 種類です
▪ １世帯につき合計１０袋までにしてください
▪使用後の土のうは各自で処分してください　など

～大雨に備え自由にご利用を～

追加（令和 ８ 年度）
市役所　第 ３ 駐車場 南側
浅中公園　多目的舗装広場 南西側
上石津地域事務所　南西側
墨俣地域事務所　南側

既設（令和 ７ 年度）
北消防署赤坂分署　駐車場 南西側
大垣衛生センター　出入口ゲート 北側
北地区センター　駐車場 北東側
総合体育館　駐車場 南東側

市ＨＰ

　市と大垣輪中水防事務組合は、水防作業技術の確認や
水防に対する意識の高揚などにつなげる「水防演習」を
５ 月31日、杭瀬川スポーツ公園西の杭瀬川右岸堤で開催
しました。
　市内25の消防団や関係機関などから約500人が参加し、
規律正しい動きで「土のう拵

こしら

え工」や「月の輪工」、「積
土のう工」などの水防工法を実践し、日ごろの成果を
披露しました。
　参加者らは大粒の汗を流しながら、真剣な表情で取り
組み、連携や対応手順を確認するとともに、これからの
本格的な出水期に備える意識をさらに高めました。

「水防演習」開かれる「水防演習」開かれる
約500人が汗流し技術を確認約500人が汗流し技術を確認

月の輪工

土のう拵え工

【設置場所】

【利用者アンケートへのご協力のお願い】

出水期を前に「水害」への備えを出水期を前に「水害」への備えを

　さらなる利便性向上を図るため、各土のうステーションに掲示する
二次元コードや市ＨＰから、アンケートへのご協力をお願いします。

　名古屋圏に向けた水都大垣のＰＲと、市内の子どもたちにスポーツの
素晴らしさを知ってもらい、将来の夢が芽吹くきっかけとなるように、
バンテリンドーム ナゴヤで ５ 月2７日に開催されたプロ野球公式戦

（中日 対 楽天）で、大垣市スポンサーゲームを実施しました。
　ゲームタイトルは「水めぐる “選ばれるまち” 水都大垣デー」で、
市民応援団として、第46回全日本学童軟式野球大垣大会で優勝した
小野クラブの皆さんと、事前に応募いただいた親子など100人を試合
観戦に招待しました。
　試合前セレモニーで、両球団への市特産品「水まんじゅうとおいしい大垣の水」

50セットずつの贈呈式と、小野クラブの若山くんによる始球
式を実施し、試合途中には、市民応援団がＰＲボードを掲げる
様子が、球場の大型ビジョンで放映されました。
　また、大垣市ＰＲとして、水都をイメージした「オリジナル
うちわ」2 万本を試合観戦の皆さんに配布したほか、ＰＲブースでの抽選会や館内モニター
でのプロモーション動画放送など、水都大垣の魅力を多くの皆さんに伝えました。


